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聴覚脳幹誘発電位(以下ABEP と略す)は聴覚刺激に引き続いて，潜時10msec以内に 6---7 個の
positive major peakを持つ。これらの peak は第 8 脳神経及び脳幹部における聴神経経路から由来する
とされているが，個々の peakの起源については，いまだ議論のあるところである o ABEPの最初の 5
つの peak に関し猫において，その起源は聴覚路の主に 1 つの神経核または神経路に由来するという報
告がある一方で，最初の peak を除き各peak は聴覚路の 2 つあるいはそれ以上の神経核または神経路に
由来するともいわれている。




保し pancuronium bromide にて家兎を不動化し respirator による人工呼吸のもとで頭蓋を脳定位固定
装置に固定した。さらに聴覚路各中継核における深部記録，破壊病変作成及び電気刺激を行うため，
Sawyer らの脳座標に従って定位的に stainless steel双極電極を刺入した。
ABEPの記録は，関電極を bregma に置き不関電極を両耳突起始部において行った。聴覚刺激とし
て 2KHzの click を外耳道に挿入された長さ 100cmのチューブを通じて与えた。音圧は100"""'110dBで刺
激頻度は10，.....， 20回/secとした。導出した誘発電位は平均加算装置にて，深部記録は100-200回， ABE 
P は 1000回加算してX-yプロッターにて記録した。
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家兎においてABEP は， P l---P 4 は安定して出現するがP5 はやや不安定であった。それぞれ
の平均潜時及び標準偏差は P 1 =3 .45 士 O. l1 msec; P 2 =4.37:tO.15msec : P 3 ニ 5.24 :t O.28msec ; 
P 4 =6.11 :tO.22msec ; P 5 =7.38 :t O.30msecであった。また頂点間潜時は P 1 -P 3 = 1.78:t 0.27 
msec; P 1 -P 5 =3.91 :t O.29msecで、あった。
2) 聴覚路各神経核の深部記録と ABEP
聴覚路各神経核における深部記録は振幅の大きな陰性波を持ち，その潜時は踊牛神経核4.28msec;
上オリーブ核5.61msec; 外側毛帯6.40msec; 下丘7.24msecとなり ABEP の各peak の潜時と比較す
ることにより，それぞれP2. P3. P4. P5 の主な contributor と考えることができる。
3 )聴覚路各神経核の破壊病巣のABEP に及ぼす影響
聴神経の切載及び踊牛神経核の破壊による ABEPの変化は比較的単純でそれぞれ同側の P 2. P 
3 以後の peak は消失あるいは著明に，振幅が減少する。しかしそれ以後の神経核の破壊による AB
EP の変化は複雑で，上オリーブ核，外側毛帯，あるいは下丘の破壊によりそれぞれ P3. P4. P 
5 の潜時の延長と振幅が低下し，その直前の peak は増大する傾向があるが，その程度はわずかである。
破壊に相当する peak以後の peak については必ずしも一定した変化はみられず，又対側の各peak に関
しては，ほとんど一定した変化は示さなかった。
4) 聴覚路各神経核の電気刺激，パルビツレート及び低酸素症のABEP に及ぼす影響
聴覚路各神経核の電気刺激により ABEP は振幅が減少し潜時は変化しない o thiamy lal sodium 
投与によるABEP の変化は， 15mg/同静注までは潜時，振幅とも変化せず:30mg/kg以上投与すると




家兎のABEP は人間のそれに比べて頂点間潜時がやや短く， P 5 の出現率がやや低かった。深部記
録との比較により P l ..._, P 5 は，それぞれ聴神経，蝿牛神経核，上オリープ核，外側毛帯，下丘が主な
origin と考えうるが，破壊実験により ABEPの変化は一般的にわずかであり，上記のそれぞれの対応
する peakの振幅の低下傾向およびそれ以後の潜時が延長する傾向は見られるが，その前後の peak や対
側の peak の変化が一定しないことからABEPの contributor として 2 つ以上の神経核あるいは，神経




家兎における聴覚脳幹誘発電位の P 1 から P5 の各peak に関与している脳幹での contributorの解明
は，臨床における聴覚脳幹誘発電位の検索が病巣の局在診断上重要な意義を持つことになる。
さらにこの誘発電位が意識レベルの変化や，呼吸状態の悪化に対しても影響されにくいことが明らか
にされたことより，臨床応用への意義は極めて深いものと考える。
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